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① Phase Structure
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invariant
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② Phase Structure
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"gauge invariant"
solution
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Gauge Theories,
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熱QCD/QEDの相構造を硬熱ループ近
似Dyson-Schwinger方程式を用いて
調べる研究では、梯子近似、Landau
ゲージで解析されてきた。その解析
では、Ward恒等式が成立しておら
ず、ゲージ不変性が保証されない結
果が得られた。そこで、ゲージパラ
メータが複素数のみならず実数の場
合にもWard恒等式と無矛盾であると
いう意味で、ゲージ不変な解を求め
た。さらに、臨界指数などの物理量
を求め、相構造を解析した

熱QCD/QEDの相構造を硬熱ループ近
似Dyson-Schwinger方程式を用いて
調べる研究では、梯子近似、Landau
ゲージで解析されてきた。その解析
では、Ward恒等式が成立しておら
ず、ゲージ不変性が保証されない結
果が得られた。そこで、ゲージパラ
メータが複素数の領域でWard恒等式
と無矛盾であるという意味で、ゲー
ジ不変な解を求めた。



① Phase Structure
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② Phase Structure
of Thermal
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invariant
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基研研究会「熱場
の量子論とその応
用」

日本物理学会第62
回年次大会

2007年9月

2007年9月

（学会発表）
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